
炎上せずに惹きつける！ 
 ―研究成果をTwitterで発信せよ― 
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I. @Toyo_Gakuho の紹介 
 

・Twitter運用の動機 

 (1) Twitterによる研究状況・情報収集の存在 

 (2) 研究成果の社会還元・告知 

 (3) 公益財団法人/嘱託職員としての限界 

 

・現況 

 (4) 2018年4月：運用開始（約2年半） 

 (5) 2021年1月： 620tweet（1回/3日）・902follower 

  1ツイートのアクセス数〈a.〉：1000～4000a. 



 

                   (5) 

 

 

 

 

 

 

                      あ 
 



II. twitterの特徴をふまえた運営・発信術 
 

利点：手間・費用・時間をかけずに情報を広く正しく発信できる 

   (a)速報性 

   (b)拡散性・引用性（国際性・引用/リツイート・(f)画像付） 

   (c)確実性：公式アカウントによる発信 

弱点：情報量・発信上で制限が存在（(d)分量・(e)表現） 

   (d)文字制限 280byte（全角140字） 

   (e)テキストのみ 

特徴  

   (f)画像 

   (g)一方向性：特に公式アカウントの場合 

 

 



(a)最新の情報・(c)正確/唯一な情報→(b) 拡散へ 
                                                  （a）（c）18000a. 

              （a）4800a. 

 

 

                   1250a. 

                   18link 

 

 

                （c）2600a. 

 

                （c）4500a. 

       

            



III. ツイートで工夫/注意していること 
                  

 (i) 発言内容の範囲 
  ・最新/正確な情報 

  ・業務過程の情報：編集/作業過程における最新/現場の状況 

  ・リツイートについて 
 

 (ii) 視認性・可読性の確保 
  ・改行（1byte） 
  ・画像 
 

 (iii)双方向性の努力 
  ・エゴサ→いいね 

  ・書籍の寄贈/受贈 

  ・東洋文庫全体の問合せ先として 



   (i) 2400a.   (ii)                        (iii)  

 

 

 

 

 

 

                               (iii) 9200a. 42 link 



IV. 独自の取り組み 
 

(α) 刊行物の寄贈 
  非売品の専門書を希望する機関に 

  無料で寄贈（6700a.） 

(β) 関連情報のつぶやき 

(γ) コロナ時期の特別措置 

     (β) 54,000a.         (γ) 3,000a. 

 



  


